
会社名 株式会社ウイルコホールディングス

代表者名 代表取締役社長　　若林　圭太郎

（コード：7831、スタンダード市場）

問合せ先 取締役　　大槻　健
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各　位

（訂正・数値データ訂正）「2024年10月期　第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正に

ついて

　当社は、2024年７月16日に開示いたしました「2024年10月期　第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部を訂

正いたしましたので、お知らせいたします。

　また、数値データにも訂正がありましたので訂正後の数値データも送信いたします。

記

１．訂正の内容と理由

　訂正の内容と理由につきましては、別途、本日（2024年９月６日）付「過年度の有価証券報告書等の訂正報告書の提

出及び過年度の決算短信等の訂正に関するお知らせ」にて開示しておりますのでご参照ください。

２．訂正箇所

　訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから訂正事項については、訂正後

のみ全文を記載しております。

以上



　　（訂正後）

　
2024年10月期  第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2024年７月16日

上場会社名 株式会社ウイルコホールディングス 上場取引所  東

コード番号 7831 ＵＲＬ  https://www.wellco-corp.com/

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）若林圭太郎

問合せ先責任者 （役職名）取締役 （氏名）大槻健 ＴＥＬ  076-277-9831

配当支払開始予定日 －

決算補足説明資料作成の有無：無

決算説明会開催の有無      ：無

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年10月期第２四半期 4,492 △5.8 40 △66.0 63 △47.7 △135 －

2023年10月期第２四半期 4,770 △5.2 117 △57.3 121 △61.5 110 △62.7

（注）包括利益 2024年10月期第２四半期 △95百万円（－％） 2023年10月期第２四半期 230百万円（37.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年10月期第２四半期 △5.53 －

2023年10月期第２四半期 4.49 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年10月期第２四半期 10,062 4,154 41.3

2023年10月期 11,170 4,298 38.5

（参考）自己資本 2024年10月期第２四半期 4,154百万円 2023年10月期 4,298百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年10月期 － 0.00 － 2.00 2.00

2024年10月期 － 0.00

2024年10月期（予想） － 2.00 2.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,000 2.1 100 603.5 100 561.0 100 － 4.07

１．2024年10月期第２四半期の連結業績（2023年11月１日～2024年４月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年10月期の連結業績予想（2023年11月１日～2024年10月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年10月期２Ｑ 24,650,800株 2023年10月期 24,650,800株

②  期末自己株式数 2024年10月期２Ｑ 52,690株 2023年10月期 52,690株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年10月期２Ｑ 24,598,110株 2023年10月期２Ｑ 24,598,110株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載した予測数値は、現在入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確実な要素を含んで

おります。実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。業績予測の前提となる条件及び業績予想のご

利用にあたっての注記事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。

・注記事項（１）には、重要な子会社の異動（連結範囲の変更に伴う特定子会社の異動）に関する情報を記載してい

ます。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（2023年11月１日～2024年４月30日）における我が国経済は、2024年1-3月期のＧＤ

Ｐ成長率が、前期比で実質△0.7％（年率換算△2.9％）と２四半期ぶりのマイナス成長となりました。国内におい

ては、インバウンド需要が好調に推移する中、雇用・所得環境は改善し、名目賃金である現金給与総額は伸びてお

りますが、物価の影響を考慮した実質賃金はマイナスが続いており、消費者マインドの冷え込みが改善するには至

っておりません。また、３月には日本銀行がマイナス金利の解除を決定したものの依然として日米金利差を起因と

する円安基調が続いております。更に、長期化するウクライナ情勢、イスラエルとハマスの戦争、フーシ派による

商船攻撃等の地政学的リスクの増大に加え、中国経済の減速等の懸念もあり、景気の先行きは予断を許さない状況

にあります。

このような環境の中、情報・印刷事業におきましては、新規顧客の開拓を積極的に進め、その成果はあがりつつ

あるものの、広告媒体のデジタル化が進む中、全体需要の減少をカバーするには至らず、セグメント売上高は

4,183百万円（前年同期比4.9％減）となりました。利益面においては、価格改定の浸透等により原材料価格の高騰

が続く中にあっても原価率の上昇は抑制されていますが、売上高の減少に加え業務の効率化を図るために導入を進

めてきた新基幹システムの稼働開始に伴う償却費用の増加等もあり、セグメント利益は266百万円（前年同期比

21.1％減）となりました。引き続き、当社独自製品を中心にした新規顧客の開拓及び既存顧客の深耕に注力すると

ともに、ＥＣサイト「プリントモール」の刷新を図るとともに、デジタル印刷の受注拡大を目指してまいります。

また、当社製品ＰＲサイトの「賢者の販促」及び「賢者のＤＭ」の認知度を高め営業リードの獲得を増やし、新規

需要の掘り起こしを行ってまいります。更に、生産体制の見直し及びＤＸ化を推進し製造コストの削減を進めてま

いります。

知育事業におきましては、第２四半期は卒園・入園などにより新年度用品が大きく動く繁忙期ですが、少子化に

伴う幼保園の購買力低下により、代理店売り上げが落ち込んだため、売上・利益とも計画比マイナスとなりまし

た。結果として、セグメント売上高は430百万円（前年同期比15.1％減）、セグメント利益は46百万円の損失（前

年同期は30百万円の損失）となりました。出版事業については、引続き返本を減少させながら、高額で返本の無い

図書館向け書籍を充実させてまいります。幼保事業については、「園・先生方のお困り事」解消商品の開発に注力

し売上アップを目指すとともに、新たな試みとして「３年育児日記」の発売を予定しており、書店以外の新たな販

路拡大を図ってまいります。また、全省庁・東京都、埼玉県、神奈川県の入札資格を取得し、幼保園以外の販路の

拡大を図るとともに、価格改定、送料引上げ、外注費の見直し、業務のデジタル化による効率化等更なるコスト削

減を積極的に進め黒字化に向け注力してまいります。

報告セグメントに含まれない事業セグメント「その他」を構成していた通信販売事業は、量的な重要性が増した

ため、前第３四半期連結会計期間より報告セグメントの通信販売事業としております。同事業におきましては、レ

スポンス率の高い販売チャネルからの受注を強化した結果、セグメント売上高は30百万円（前年同期比15.9％増）

となりました。しかしながら、本通信販売事業は依然顧客名簿拡充の段階にあり先行的に広告宣伝費を投入してい

ることもあり、セグメント利益は22百万円の損失（前年同期は19百万円の損失）となりました。引き続き、インフ

ルエンサーサービスや成功報酬型販促ツールの活用を進め、経費の効率化を図ってまいります。また、新商品の開

発の速度を加速し、早期の市場投入を目指してまいります。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は4,492百万円（前年同期比5.8％減）、営業利益は40百万円

（前年同期比66.0％減）、経常利益は63百万円（前年同期比47.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純損失は雇

用調整助成金返還に伴い190百万円を特別損失（助成金返還損）として計上したことにより135百万円（前年同期は

親会社株主に帰属する四半期純利益110百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は10,062百万円と、前連結会計年度末に比べて1,108百万円減少い

たしました。これは主として、現金及び預金の減少1,120百万円（削除）によるものであります。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における負債合計は5,908百万円と、前連結会計年度末に比べて964百万円減少いた

しました。これは主として、未払金の減少666百万円、長期借入金の減少287百万円によるものであります。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は4,154百万円と、前連結会計年度末に比べて144百万円減少いたし

ました。これは主として、利益剰余金の減少185百万円、その他有価証券評価差額金の増加46百万円によるもので

あります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年10月通期連結業績予想につきましては、添付資料９ページ（追加情報）（第三者委員会による調査費用等

の会計処理）に記載の通り、翌四半期連結会計期間以降において特別調査費用等や監査費用が発生する見込みであ

りますが、現時点では合理的に見積もることができないため、去る2023年12月12日に公表いたしました業績予想を

据え置くことといたします。今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2023年10月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2024年４月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,145 3,024

受取手形及び売掛金 1,501 1,411

商品及び製品 291 315

仕掛品 116 98

原材料及び貯蔵品 202 189

その他 116 87

貸倒引当金 △0 △2

流動資産合計 6,373 5,124

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 848 802

機械装置及び運搬具（純額） 188 230

土地 1,620 1,576

リース資産（純額） 313 301

建設仮勘定 21 1

その他（純額） 23 48

有形固定資産合計 3,017 2,961

無形固定資産

その他 125 252

無形固定資産合計 125 252

投資その他の資産

投資有価証券 1,385 1,452

その他 280 287

貸倒引当金 △12 △15

投資その他の資産合計 1,654 1,724

固定資産合計 4,797 4,938

資産合計 11,170 10,062

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2023年10月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2024年４月30日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 527 515

電子記録債務 1,449 1,677

１年内返済予定の長期借入金 593 583

リース債務 323 182

未払金 1,042 376

未払法人税等 17 11

賞与引当金 32 27

その他 254 116

流動負債合計 4,241 3,491

固定負債

長期借入金 1,505 1,217

リース債務 240 303

退職給付に係る負債 352 346

繰延税金負債 464 481

資産除去債務 12 12

その他 55 54

固定負債合計 2,631 2,416

負債合計 6,872 5,908

純資産の部

株主資本

資本金 1,667 1,667

資本剰余金 1,758 1,758

利益剰余金 272 87

自己株式 △7 △7

株主資本合計 3,692 3,506

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 551 597

退職給付に係る調整累計額 55 50

その他の包括利益累計額合計 606 647

純資産合計 4,298 4,154

負債純資産合計 11,170 10,062
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
（自　2022年11月１日

至　2023年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年11月１日

至　2024年４月30日）

売上高 4,770 4,492

売上原価 3,799 3,601

売上総利益 970 891

販売費及び一般管理費 852 850

営業利益 117 40

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 11 13

持分法による投資利益 － 4

受取賃貸料 9 11

受取保険金 12 0

その他 10 13

営業外収益合計 45 44

営業外費用

支払利息 21 18

不動産賃貸原価 2 2

持分法による投資損失 0 －

支払手数料 10 －

その他 6 0

営業外費用合計 42 21

経常利益 121 63

特別損失

固定資産売却損 － 2

固定資産除却損 0 3

助成金返還損 － 190

特別損失合計 0 196

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
121 △132

法人税、住民税及び事業税 9 3

法人税等調整額 0 0

法人税等合計 10 3

四半期純利益又は四半期純損失（△） 110 △135

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
110 △135

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
（自　2022年11月１日

至　2023年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年11月１日

至　2024年４月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△） 110 △135

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 124 46

退職給付に係る調整額 △4 △5

その他の包括利益合計 120 40

四半期包括利益 230 △95

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 230 △95

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
（自　2022年11月１日

至　2023年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年11月１日

至　2024年４月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
121 △132

減価償却費 63 103

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △0 △11

受取利息及び受取配当金 △12 △14

持分法による投資損益（△は益） 0 △4

支払利息 21 18

助成金返還損 － 190

固定資産売却損益（△は益） － 2

売上債権の増減額（△は増加） △141 90

棚卸資産の増減額（△は増加） △15 6

仕入債務の増減額（△は減少） 680 203

その他 53 △40

小計 770 410

利息及び配当金の受取額 13 14

利息の支払額 △20 △18

助成金の返還額 － △860

法人税等の還付額 4 17

法人税等の支払額 △19 △9

営業活動によるキャッシュ・フロー 748 △443

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △28 △119

有形固定資産の売却による収入 － 60

有形固定資産の除却による支出 － △2

無形固定資産の取得による支出 △9 △183

その他 △6 △6

投資活動によるキャッシュ・フロー △44 △252

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 300 －

長期借入金の返済による支出 △336 △297

リース債務の返済による支出 △83 △79

配当金の支払額 △48 △48

財務活動によるキャッシュ・フロー △168 △425

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 534 △1,120

現金及び現金同等物の期首残高 4,005 3,627

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,539 2,506

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（追加情報）

 (雇用調整助成金の会計処理及びそれに伴う固定資産の減損）

　当社は、石川労働局の調査において、当社及び連結子会社である株式会社ウイル・コーポレーションにて2020年４

月から2023年１月までに受給した雇用調整助成金について、支給申請手続の一部に精査が必要となる疑義が発生した

ため社内調査を行った結果、勤怠管理を含む管理体制の不備に起因する助成金申請内容と社内管理記録との間の不整

合が判明したことから、石川労働局に対し雇用調整助成金を自主返還するとともに事実関係の解明のために2024年４

月23日に第三者委員会を組成いたしました。

　第三者委員会においては、当事案に係る事実関係の調査、原因究明及び再発防止策の検討を行い、当社は2024年７

月８日に報告書を受領しました。

　当社グループは、当時受給した雇用調整助成金について売上原価もしくは販売費及び一般管理費を減額する会計処

理を行っておりましたが、当社は、当該報告書の内容を踏まえ、雇用調整助成金返還額860百万円のうち、違約金及

び延滞金を除く669百万円を過年度の連結財務諸表に遡及して取消修正いたしました。

　また当社は、その判断に伴い、2020年10月期連結会計年度に、情報・印刷事業セグメント及び全社の固定資産に対

して減損損失の認識の判定を再実施した結果、1,843百万円の減損損失を計上することといたしました。

(第三者委員会による調査費用等の会計処理）

　当社では、2024年４月23日付けで第三者委員会を設置し、2024年７月８日に報告書を受領しました。第三者委員会

は、報告書において、常勤の取締役らの関与により雇用調整助成金の不正な受給が組織ぐるみで行われていたと結論

付けております。そのため、本件以外の不適切な事案が生じている可能性があるとして、仰星監査法人から、追加的

な対応を依頼されましたが、四半期報告書の提出期限である2024年７月16日までの時間的制約の中で、十分な対応が

できませんでした。

　これに伴い発生する特別調査費用や監査費用等について、当第２四半期連結累計期間においては計上しておりませ

ん。なお、翌四半期連結会計期間以降においても、特別調査費用や監査費用等が発生する見込みであります。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額（注）

１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

情報・印刷
事業

知育事業 通信販売事業 計

売上高

外部顧客への売上高 4,237 506 26 4,770 － 4,770

セグメント間の内部売

上高又は振替高
162 － － 162 △162 －

計 4,399 506 26 4,932 △162 4,770

セグメント利益又は損失

（△）
337 △30 △19 287 △169 117

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年11月１日　至　2023年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額△169百万円は主に各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額（注）

１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

情報・印刷
事業

知育事業 通信販売事業 計

売上高

外部顧客への売上高 4,032 430 30 4,492 － 4,492

セグメント間の内部売

上高又は振替高
151 － － 151 △151 －

計 4,183 430 30 4,644 △151 4,492

セグメント利益又は損失

（△）
266 △46 △22 197 △157 40

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年11月１日　至　2024年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額△157百万円は主に各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

      前第３四半期連結会計期間より、従来報告セグメントに含まれない事業セグメント「その他」を構成して

    いた「通信販売事業」について量的な重要性が増したため、報告セグメントの「通信販売事業」として記載

    する方法に変更しております。

    なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の区分により作成したものを記載しており

  ます。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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                                                                        （単位：百万円）

報告セグメント

合計

情報・印刷事業 知育事業 通信販売事業

印刷 4,237 － － 4,237

物販 － 412 26 438

書籍・教材 － 94 － 94

顧客との契約から生じる

収益
4,237 506 26 4,770

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 4,237 506 26 4,770

                                                                    （単位：百万円）

報告セグメント

合計

情報・印刷事業 知育事業 通信販売事業

印刷 4,032 － － 4,032

物販 － 349 30 379

書籍・教材 － 81 － 81

顧客との契約から生じる

収益
4,032 430 30 4,492

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 4,032 430 30 4,492

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第２四半期連結累計期間（自　2022年11月１日　至　2023年４月30日）

当第２四半期連結累計期間（自　2023年11月１日　至　2024年４月30日）

（注）前第３四半期連結会計期間より、従来報告セグメントに含まれない事業セグメント「その他」を構成
    していた「通信販売事業」について量的な重要性が増したため、報告セグメントの「通信販売事業」と
    して記載する方法に変更しております。なお、前第２四半期連結累計期間の顧客との契約から生じる収

       益を分解した情報は、変更後の区分により作成したものを記載しております。
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